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■敷地概要

日本大通り駅出入り口
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山下公園
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■計画概要

所在地
敷地面積
用途地域
防火地域
高度規制
法定建ぺい率
法定容積率
道路
計画道路
敷地形状
開発行為（都29条）     
総合設計
一団地
提供公園・
公益用地
指導要綱等

：　神奈川県横浜市中区日本大通り５番２号（住居表示・地番）
：　1,593.17㎡（481.93坪）
：　商業地域
：　防火地域
：　第7種（31ｍ）高度地区（地区計画にて最大75ｍ）
：　80％（防火地域・耐火建築物の為100％）
：　850％
：　南側21.9ｍ　東側17.7ｍ
：　有
：　無
：　無
：　無
：　無
：　無
：　中央地区駐車場整備地区・日本大通り用途誘導地区計画B地区・
          関内地区日本大通り特定地区（景観計画・都市景観協議地区）に該当

構造規模
建築面積
延床面積
容積対象床面積　            

：　鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造　地上17階、地下2階建
：　1,100.0㎡（332.7坪）
：　13,600.0㎡（4,114.0坪）
：　112100.0㎡（3,660.2坪）

断面図 1/8001F 平面図 S=1/400

案内図

1計画概要

ホテル共用部

ホテル客室

ホテル客室

店舗・エントランス
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計画地

計画地

計画地 計画地 計画地計画地

計画地

• 関内地区の各エリアを結ぶネットワーク街路に面している
• 重点歩行者ネットワーク街路に面している

• 見通し景観形成街路には当たらない
• 横浜三塔への視点場には入らない• 日本大通り特定地区に属している

• 見通し景観形成街路には面していない

• 歴史的界隈形成エリアに属している

計画図1の1　横浜市景観計画（関内地区）区域

横浜市景観計画区域（関内地区）
特定地区・準特定地区　境界線
ゾーン　境界線

関内地区の各エリアを結ぶネットワーク街路
（補助ネットワーク街路）
商業のネットワーク街路
（補助ネットワーク街路）
水際線のネットワーク街路
（補助ネットワーク街路）

重点歩行者ネットワーク街路

＜見通し景観＞
見通し景観形成街路
視点場となる交差点
見通し景観の向き

＜横浜三塔への眺望の視点場＞
横浜三塔への眺望の視点場
赤レンガパークの視点場からの眺望の向き
大さん橋の視点場からの眺望の向き

壁面の向きを概ね直角又は平行とする通り
眺望の対象となる歴史的建造物

※ 関内地区都市景観形成ガイドラインより抜粋※ 日本大通り用途誘導地区地区計画計画図より抜粋

※ 横浜市景観計画　計画図1の1～ 8より抜粋

※ 横浜市景観計画　計画図1の1～ 8より抜粋

よ8～1の1図画計　画計観景市浜横 ※粋抜りよ8～1の1図画計　画計観景市浜横 ※粋抜りよ8～1の1図画計　画計観景市浜横 ※ り抜粋

歴史的建造物（土木遺構も含む。）
歴史的界隈形成エリア

景観重要道路
①日本大通り
［日本大通（全区間）、国道133号（自：中区日本大通3番地先
至：中区日本大通11番地先）］

景観重要道路（見通し景観形成街路）
景観重要都市公園

＜眺望の視点場＞
眺望の視点場
眺望景観の向き

広場状空地の設置が求められ
る位置

計画図1の2　歩行者ネットワーク・広場等 計画図1の7　歴史的界隈形成エリア計画図1の3　見通し景観・眺望景観等

計画図1の8　景観重要公共施設 関内地区における景観計画
■関内地区全域の方針
Ⅰ　わかりやすく、奥行きと賑わいのある界隈を巡り歩いて楽しめる街を創る。
Ⅱ　関内地区の街並みの特徴を生かし、ミナト横浜を感じる眺望が楽しめる街を創る。
Ⅲ　開港の歴史や文化の蓄積を活かしながら新しい文化を生み出す街を創る。
Ⅳ　多様な都市機能がコンパクトに複合する、活力ある街を創る。

■方針の達成に向けた行動の指針
（1）ゆとりある歩行者空間を連続的に形成する。
（2）通りの低層部のしつらえを工夫して、連続性のある賑わいを創出する。
（3）人々に交流を促す快適な広場状空地を創出する。
（4）緑化や水際の活用により、まちに潤いを創出する。
（5）関内地区の街並みの特徴を生かす。
（6）ミナト横浜の歴史を大切にし、関内地区の魅力・個性を伸ばす。
（7）中層、高層の建築物は、デザインを工夫し、魅力ある街並みを形成する。
（8）港や丘などから眺望景観が魅力的になるよう工夫する。
（9）関内地区の新しい魅力を創造する。
（10）秩序ある広告景観を形成する。

■日本大通り特定地区における方針
開港の歴史を象徴した、横浜を代表する格調の高い歴史的景観と港への開
放的な通景空間を形成し、横浜の顔にふさわしい業務、観光・文化機能
の集積を推進する。

※横浜市景観計画より抜粋

　ンイラドイガ成形観景市都区地内関図画計画計区地区地導誘途用り通大本日

• 地区計画における最高高さは75ｍ

• 東側　道路の路面より高さ45ｍ未満の部分は道路境界線より
1.0ｍ以上、高さ45ｍ以上では5.0ｍ以上の壁面後退

• 南側　道路の路面より高さ45ｍ未満の部分は道路境界線より
1.2ｍ以上、高さ45ｍ以上では5.0ｍ以上の壁面後退

• 住宅一部許容地区に属している

地区計画による規定
75ｍ

2景観計画上の位置づけ
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計画地

①
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③

②
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大さん橋からの眺望景観

横浜外国人墓地からの眺望景観

山手イタリア山庭園からの眺望景観

①
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2現況写真
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計画地

1
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開港記念広場からの眺望景観

観景望眺のらかクーパガンレ赤観景望眺のらか園公下山

日本大通りからの眺望景観

⑥

⑤④

⑦

2現況写真
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関内地区日本大通り特定地区の個性・

街並みを活かした魅力の創造

歴史と文化の蓄積を感じさせる街並みを

引き立てる品格ある景観の形成

ミナト横浜を感じる眺望の魅力を向上

させる景観の形成

歴史的街並みを多く残す関内にふさわしい、品格のある外観を形成する

3. 近景2. 中景1. 遠景

3景観形成の方針
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1. ミナト横浜を感じる眺望の魅力を向上させる景観の形成

1．大さん橋からの眺望景観（現況）拡大

1．大さん橋からの眺望景観（イメージ）拡大

■頂部デザイン
眺望景観の魅力を高めるよう、屋上設備機器を隠し、水平ラインを形成

1-（7）-イ-（イ）

4景観形成の計画 ( 遠景 )

符号：「関内地区都市景観協議地区　第6行為指針」条文番号

■色彩計画
関内地区の街並みに調和する色彩を用いた計画
1-（5）-ア-（ウ）

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事
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5．赤レンガパークからの眺望景観

4景観形成の計画 ( 遠景 )

高層部には庇を設け、ファサードをシンプルな構成とすることにより
歴史的建造物の背景としてみえるように配慮

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事
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1-（7）-イ-(エ)

2 . 歴史と文化の蓄積を感じさせる街並みと調和した品格ある景観の形成

開港記念館（ジャックの塔）大正6年 横浜中央電話局（ユーラシア文化館）
昭和4年

横浜税関（クイーンの塔）昭和９年横浜貿易協会　昭和4年 神奈川県庁舎（キングの塔）昭和3年 ホテルニューグランド　昭和２年

■低層部
・周辺の歴史的建造物の輪郭やスケールに合わせ、低層部を設
　ける。
・1つの建物としてリズムを刻むこととユーラシア文化館との緩
　やかな共通項をつくることを踏まえた窓配置。
・2階や7階の高さに白色を基調とした水平ラインを設けること
　で、対面のユーラシア文化館と呼応した低層部を形成。

■高層部
・業務エリアである関内地区になじむ横長の窓を基調としたデザ
　イン構成とする。
・桁行及び妻側外壁の一部をセットバックし、垂直ラインを強調
　することで高層部を分節。
・低層部のコーニスや周辺建物の横基調のデザインに合わせ庇を
　設けることで、建物全体のデザインをまとめる。中景からは外
　壁と外部空間の間に庇による緩衝空間を設け、景観に配慮。

関内地区における歴史的建造物

■色彩計画
・低層部は前面のユーラシア文化館低層部の色味に合わせた色彩
　を用いる。
・高層部は周辺建物と同系色の淡い色彩計画とし、調和した街並
　みを形成。

歴史的建造物の高さに合わせて基壇部を
つくり、街並みの連続性を創出する。

1-（5）-ア-（ア）

高層部のボリュームをセットバックし
高さを周辺建物に合わせることで、街
並みとの調和を図る。

符号：「関内地区都市景観協議地区　第6行為指針」条文番号

4景観形成の計画 ( 中景 )

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事

2019.6.25

9



6．開港記念広場側からの眺望景観（イメージ）

4景観形成の計画 ( 中景 )
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7．日本大通りからの眺望景観（イメージ）

4景観形成の計画 ( 中景 )
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■外観デザインの考え方

・箱状のボリューム ・街並みに合わせて基壇を計画
基壇+高層のボリューム

・高層部は業務エリアである関内
地区らしい横長の窓をデザイン

・周辺の街並みに合わせたポツ窓
のデザイン(2～6階)

・1階はピロティとし、歩道との連
続性に配慮

・全周に庇を設けることで、高層
部のデザインをまとめ、遠景で
は、歴史的建造物の背景として
シンプルな構成と見えるように
配慮する

・圧迫感を低減させるため、高層
部の外壁を一部セットバックし
高層部のボリュームを分割

4景観形成の計画

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事
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平面図 S=1/400

ホテル出入口

車両出入口

交差点に面する外壁面は隅切りを行い、
外壁面をセットバックさせることで、
ゆとりある空間を確保
1-（1）-ア-（イ）

街路樹などの公共空間の緑を補完し、多様な
スケールの緑を計画
1-（4）-ア-（ア）

本町通り

緑を連続させる

大
桟
橋
通
り

重点歩行者ネットワーク街路に面する形で
ホテルの入り口を設け、通りに対し
賑わいを形成する。

テラス席とガラス張り壁面で内部の賑わいが外部空間へ滲みだす

隅切り部に店舗出入口も設け、交差点側に賑わいを形成

低層部をタイル張りとし、関内の街並みになじむ温かみのある色彩とする

回廊空間を妻側にも連続させ街並みとの連続性を誘導する

人通りの多い通り沿いを避け、歩行者の
安全性を極力阻害しない位置に車両
出入口を配置
1-（2）-イ-（ウ）

歩道から見えない位置にゴミ置き場を配置
1-（2）-イ-（ア）

通りの賑わいを創出するため、重点歩行者
ネットワーク街路と交差点に面する形で
店舗を設置し、店内が感じられるように
ガラス張りにて計画
1-（2）-ア-（ア）

符号：「関内地区都市景観協議地区　第6行為指針」条文番号

店舗出入口▲

◀

◀

3. 関内地区日本大通り特定地区の個性・街並みを活かした新しい魅力の創造

■低層部
・通りの賑わいを創出するため、重点歩行者ネットワーク街路と交差点に面する形で店舗を設置し、通り
から賑わいが感じられるように回廊空間を設け、ガラス張りとする等の工夫を図る。

・本町通り側に街路樹を配置することで、日本大通り、大桟橋通りの豊かな緑をつなぐ、緑のネットワーク
　を形成する。

本町通り対岸より

大桟橋通り側低層部交差点より店舗内から連続するテラス席が内外の賑わいを形成 店舗内より

本町通り　歩道より

4景観形成の計画 ( 近景 )

1-（5）-イ-（ア）

回廊空間を設け、店舗の賑わいのに
じみだしと快適な歩行空間で内部と
外部の親密な空間を創出

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事
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左記の周辺環境の状況から、建物の色彩を計画。
低層部は街並みに合わせ、向かい側にある歴史的建造物であるユーラシア文化館を引き立てつつ、落着きの
ある色彩とする。高層部については圧迫感を低減しつつも、海岸教会を引き立たせることや遠景での景観に配
慮した、落ち着きのある暖色系の色味とし、関内地区に調和する色彩を用いる。
上部と低層部は同色系(10YRの色相で統一)の色彩を用いて建物としての一体感を出し、上部を吹付、低層部1階
は素材感のあるスクラッチタイルとすることにより足もとに落ち着きを持たせ、街並みに配慮した計画とする。

敷地の南側には、歴史的建造物である白
い横浜海岸教会があり、対比的な関係が望
まれる。
敷地近くに計画されている神奈川県分庁舎は
高さ60ｍで10YR7/1.5という色彩で計画
されている。
今回の計画においては、海岸教会を際立た
せるための配慮をしつつも、高層建物であ
ることの圧迫感への配慮も同時に必要と
なる。

敷地南面向かい側の歴史的建造物である
ユーラシア文化館は濃い茶色の色彩を
用いている。
歴史的建造物を引き立たせるため、対比的な
色合いを用いた計画とする。
また、周辺の歴史的建造物以外の建物にも多
少の色味が入っており、白ではなく、若
干の色味をいれることで周辺との調和を図
る。

10YR7/1(≒RGB 186 173 160)

10YR5/1(≒RGB 127 116 105)

10YR7/2(≒RGB 191 171 150)

2.5Y7/2 (≒RGB 190 172 146)

2.5Y8.5/1(≒RGB 224 216 200)

2.5Y7.5/1.5(≒RGB 201 187 165)

10YR6/1(≒RGB 157 144 133)

5Y8/1(≒RGB 223 215 196)

5Y8.5/1(≒RGB 207 200 186)

10YR8/2(≒RGB 222 201 176 )

10YR8/1.5(≒RGB 214 198 180 )

2.5Y7.5/2(≒RGB 203 186 161 )

2.5Y8/1.5(≒RGB 210 197 177)

10YR9/1(≒RGB 237 226 212)

10YR3/1(≒RGB 65 50 37)

色彩計画の考え方2.

高層部外壁

低層部外壁
(2 ～ 6階 )

低層部外壁
(1 階 )

高層部軒天

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事
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ホテル
出入口 店舗用サイン

ホテル庇サイン
（壁面看板）

ホテル壁面サイン
(壁面看板)ホテル

独立サイン
（広告塔）

本町通り

店舗
出入口

屋外広告物配置図

▲
◀

06

03

04

ホテル庇サイン（壁面看板） ホテル壁面サイン(壁面看板)ホテル独立サイン（広告塔）

をを表

建物建物建物建物物ののの名ののの 前ををを表記

トト名
テナテナントント名を名を表記表記

テナテナテナンンントン 名ををを表記

05
06

04

仕様：アルミ切り文字+LED照明
　　(内照式で文字部分のみを光らせる)
サイズ：h193mm×w1,500mm
サイン面積：0.29㎡

仕様：アルミ+LED照明（内照式にてテナント名部分のみを光らせる）
サイズ：W400× h2,580× D200
サイン面積：1.03㎡（片面）×両面=2.06㎡
色：上部背景 6.1YR4.61/2.43    下部背景6.5RP1.58/3.25
　　文字部　白

仕様：アルミ
サイズ：600mm×600mm
サイン面積：0.36㎡
色：上段 N4 　中段N10　下段N3
　　文字部 白

1,
50
0

屋外広告物については、街並みに配慮し、地区の景観と調和した計画とする。横浜市屋外広告物条例、横浜市景観計画の基準内に適合するものとし、
必要最低限の配置、大きさとし、秩序のある広告景観とする。

店舗用壁面サイン(壁面看板)

仕様：アルミ切り文字
サイズ：w1,030× h230mm
サイン面積：0.24㎡

ホテル壁面サイン(屋上看板)
交差点の歩行者に対し、ホテルがあることを
認識できるように設置する。

歩行者に向けて、ホテルがあることを認識してもらうために設置する。 対岸の歩行者に向けてホテルの入り口を
認識してもらうために設置する。

ホテルの入口には、視線高さに合わせた
壁面看板を設置する。

店舗への来訪者に対し、店舗の入り口を示すために設置する。

01

仕様：アルミ切り文字+LED照明
       ( 内照式で文字部分のみを光らせる。)
サイズ：w6,000× h1,287.5mm
サイン面積：7.725㎡

ホテル壁面サイン(壁面看板)
交差点の歩行者に対し、ホテルがあることを
認識できるように設置する。

02

仕様：アルミ切り文字+LED照明
       ( 内照式で文字部分のみを光らせる。)
サイズ：w6,000× h1,287.5mm
サイン面積：7.725㎡

■屋外広告物について
4景観形成の計画

テナント名を表記

建物の名前を表記

住所を表記

03

05

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事
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吹付 10YR6/1

タイル 10YR5/1

スクラッチ系タイル 10YR3/1

吹付 10YR6/1

タイル 10YR5/1

スクラッチ系タイル 10YR3/1

南側⽴⾯図 東側⽴⾯図

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事
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吹付タイルタイル 10YR5/1

吹付 10YR6/1

吹付 10YR5/1

吹付 10YR3/1

吹付タイル

外装ルーバー

外装ルーバー

タイル吹付

吹付 10YR6/1

タイル 10YR5/1

吹付 10YR5/1

吹付 10YR3/1

外装ルーバー

外装ルーバー

北側⽴⾯図 ⻄側⽴⾯図

（仮称）アーバンネット横浜ビル建替え計画新築工事

2019.6.25
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令和元年６月 25 日 

都市整備局都心再生課 

 

事業者提案に対する市の考え方 

 

当該地については住宅、ホテル及び飲食店の複合建築物を建築するものとして平成 30 年

度にご意見を伺っていますが、このたび建物用途を変更し、すべてホテルとして使用する建

築物とすることになりました。用途の変更に伴い、建築物の形態意匠についても変更があり、

変更事項について重点的に協議してきましたので、次のとおり市の考え方を示します。 

 

１ 低層部 

低層部の形態については、おおむね従前の計画を踏襲しています。1 階部分の柱とポツ

窓の配置によりリズムをきざみ、コーニスや１階部分の白色を基調とした小庇等の水平

ラインを設けることで、対面するユーラシア文化館とゆるやかな共通項を持ち、呼応した

デザインとなっています。 

また、ホテルの単用途となったため、マンションエントランスがなくなった分、大桟橋

通り側にも店舗やテラスが接する計画となり、賑わいの創出が図られています。 

 

２ 高層部 

従前の計画においては住宅部分に設備デッキやバルコニーを設けていましたが、用途

の変更により設置しない計画となりました。これに伴い高層部全体の意匠を改めて検討

し、低層部と馴染み、また日射を避けるため、各階全周に庇を設けることで建物全体とし

てまとまりのあるデザインとしています。これは、関内地区の歴史的建築物の意匠に多い

水平ラインを取り入れたものとして提案いただいており、関内地区の景観への調和や圧

迫感軽減への寄与について協議を進めてきました。 

また、従前は建築物の高さを約 75m とする計画でしたが、今回の計画では免震構造か

ら耐震構造としたこと、設備フロアがなくなったことにより約 64m の高さとしており、

従前の計画よりも 10m 以上低くなっており、ボリュームとしての圧迫感は減る方向への

変更となっています。さらに、本町通り側についてはエレベーターホール部分、大さん橋

通り側については避難バルコニーの部分の外壁を後退させており、影の落ち方に変化を

持たせ、ボリュームを分節することで圧迫感の低減に寄与するデザインとなっています。 

 

３ 色彩計画 

基壇部は、従前の計画よりも落ち着いた色彩となり、より日本大通りの歴史ある街並みに

調和する色彩となっています。また、仕上げは風合いのあるタイル張りとしており、特に、

１階部分の柱にはスクラッチタイルを用い、風格のある、日本大通りにふさわしい外観とな

っています。 

高層部については、遠景から見た際、圧迫感を軽減しつつも海岸教会の純白色の外観を阻

害しないよう、アイボリー系の色とすることで、関内地区に調和する色彩を用いた計画とさ

議事２ 

資料３ 



 

 

れています。また、軒天については外壁よりも少し色を明るくすることにより、中景から建

物を見上げた際に圧迫感が軽減されるよう工夫されています。 

 

 

４ その他 

次の点については従前の計画を踏襲し、引き続き、日本大通りの街並み等に配慮した計画

となっています。 

・高層部のセットバックによる圧迫感の軽減 

・歴史的な街並みと調和するポツ窓の配置による街並みの連続性への配慮 

・１階部分への店舗配置、街路樹の配置、みなとみらい線日本大通り駅と直結する出入

口の設置により足元回りに賑わいを創出 

・歴史的界隈形成エリアに属するため、横浜海岸教会のライトアップを阻害しないよ

う、演出的な照明を行わない配慮 

・日本大通りの街並みや建築物と調和した、秩序ある広告景観 

 




